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背景

消費と生産現場のつながりの希薄化

屋外活動の減少、精神的な健康度の低下

「総合的な学習の時間」の質の地域格差

農

児童

教育

都市部のライフスタイルや教育の在り方に注目。



「教育」のフィールドで「農」を手段に、
子ども・学生が主体となる空間を作ることで
彼らの「心地よさ」と「学びの質」を追求する。

教育

児
童

農

農の日常化

➡畑に心の居場所を確立

総合的な学習の時間への導入

➡教育機関を軸に活動の拡大

目的



私たちが作っていく畑の中に、

色んな年齢、色んな性格の人たちが集まってほしい、

町の中にあるガーデンという認識ではなく、

ガーデンがあるからこそ成立する居場所になってほしい

Small City in Our Garden（SCOG）



岡山大学農学部棟2号館南に位置する畑・実習棟1階の実習部屋

活動場所



SCOG体制

・第二日曜日
・夏編（5－8月）冬編（9－12月）
・栽培→収穫→調理
・ミニ講座

SCOGメンバー
かいのき 公民館

SCOGリーダーズ

＜高校生11人・大学生10人＞

中学生

・作物を育てる基盤の製作
・空間の整備

・第一日曜日
・1年間
・アイデア出しから実行

・長期休み
・栽培→収穫→調理

かいのき

＜小学生50人程度＞

農と食のつながりを味わおう！

＜幼稚園生~中学生14人＞

SCOGふれんず

中学生

＜4人＞

サポート サポートサポート

空間デザイン



SCOGリーダーズ中学生チーム

挑戦

中学生

1年間

第1日曜日
10:00~12:00

＜活動内容＞

・多肉植物の移植

・野菜（きゅうり・メロン）の棚づくり

＜これからの活動＞

・収穫祭の出店準備（縁日×農）



かいのき児童クラブチーム

長期休み

子ども主体

学童滞在期間

小学生

＜活動内容＞

・かいのき畑製作

（丸太と土運搬、畑枠の決定、土の搬入）

・冬野菜アンケート実施

＜これからの活動＞

・冬野菜準備

・冬野菜の収穫と調理

・ブドウの剪定



公民館チーム：農と食のつながりを味わおう！

第2日曜日
10:00~12:00

幼稚園~中学生

ミニ講座

夏編・冬編
＜活動内容＞

５月：夏野菜の播種・移植

６月：雑草管理・ミニ講座「トマトの色の変化」

７月：枝豆の収穫・ミニ講座「コンポスト」

８月：収穫・調理

＜これからの活動＞

９月~ 冬編スタート



空間デザインチーム

空間整備

高校・大学生

1年間

第4日曜日
15:00~17:00

＜活動内容＞

・雑草管理

・ブドウの副梢管理

・ブドウ棚の設置

＜これからの活動＞

・コンポスト製作

・SCOGリーダーズ用の畑整備

・雑草管理



持続可能な体制に向けて

SCOG全体の活動

・ESD学会でのポスター発表（8/29）

・農家訪問

＠国定農産（8/7）
＠and SALLY 柴田農園（9/19）

SCOG圃場の管理体制を整える

水やり
雑草

SCOGの強み：幼稚園生~大学生が参加

各年齢層の活動可能時間の特徴を整理し、それぞれが
無理のない範囲で安全に活動できる体制を確立する。

活動時間の確保によりメンバーの自立性を促す。



□SCOGの活動基盤の確立

□かいのき児童クラブ・

京山公民館との信頼関係

の構築

□京山公民館を通した、中

学校・高校の先生とのつ

ながり

□岡山大学農学部からの

理解

□SCOGの教育的要素の

探求➡モデル化

□かいのき児童クラ

ブ・京山公民館との連

携強化

□SCOGリーダーズの活

動・農に関する教育の

場を拡大・多様化

□岡山大学の活動として

認定・周知

□SCOGの持続性を確立

（次世代へ継承）

□かいのき児童クラ

ブ・京山公民館との連

携の持続性を確立

□地域の教育機関への

SCOGの導入（総合の時

間など）

□岡山大学農学部の活

動としてSCOGを全国に

発信

1年目：信頼関係の構築

3年目：普及・継承

2年目：モデル化


